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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、英国ルネサンス演劇に特徴的な、一つの劇に複数の筋が共存するいわゆる「多元

的プロット」の存在意義を、おもに観客の観劇意識に訴える作者の配慮の一環と捉えることに

よって解明しようとする研究である。具体的には、ロバート・グリーン（Robert Greene）の

『修道僧ベイコンとバンゲイ』（Friar Bacon and Friar Bungay）とヘンリー・メドウォール

（Henry Medwall）の『フルゲンスとルークレース』（Fulgens and Lucres）を対象に研究を

行った。 
その結果、グリーンの『修道僧ベイコンとバンゲイ』においては、”state”の概念が多元的プ

ロット構造の結節点になっていること、さらにこの”state”概念は、大学、国家、身分という複

合的な意味を担ってこと、等の新知見を得た。後者の『フルゲンスとルークレース』において

は、観客の現実世界と劇の虚構世界との間に明確な境界線が設定されず、虚構世界の問題は観

客の現実の「いま・ここ」と密接な関係性を保ち得るという観劇意識が「多元的プロット」生

成の核に存在し、この意識は”pageant”の概念に集約されていること、等の新知見を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study focuses upon the multiple structure of English Renaissance Drama in which 
two or more different plots are presented in a play. This study explores the raison 
d’être of the multiple structure in analyzing the two English Renaissance Drama, 
Robert Greene’s Friar Bacon and Friar Bungay and Henry Medwall’s Fulgens and 
Lucres by paying close attention to the linguistic texture of the plays. This research 
reveals (1) that in Greene’s play the idea of state provides the focus point in which 
several seemingly desperate plots of the play are meaningfully interconnected and (2) 
that in Fulgens and Lucres side action of A, B, and Ancilla who are also real servants of 
John Morton, serves not only as a kind of comic relief but also as a “pageant” in which 
the theme of the primary action of the play is represented in vulgar situations in 
everyday life of English people. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 
キーワード：英国ルネサンス演劇、多元的プロット、劇場と観客、『修道僧ベイコンとバンゲ

イ』、”state”（大学、国家、身分）、『フルゲンスとルークレース』、世界劇場、”pageant” 
 
１．研究開始当初の背景 
申請者が本研究の着想に至った背景として
は、『エリザベス朝演劇事典』（外山滋比古監
修、みすず書房、原稿提出済み）に携わった
折に、数多くの英国ルネサンス演劇の筋を丹
念に追ってみて筋が分裂している作品が多
いという事実に気づいたことが挙げられる。
これらの作品においては、複数の筋が時には
劇の最後までまったく噛み合わずに展開し、
表面上は作品の構造的な統一がまったく見
られない作品も存在している。これらの作品
は、その分裂した構造のために失敗作と見な
されて、国内、国外を問わず、ほとんどまと
もに議論されていないのが現状である。 
しかし、このような作品を、筋の有機的な構
成の観点からではなく、使われている言葉や
表現の細かい側面に着目してみると、複数の
プロットの分裂に統一的な視点を提供する
言葉や概念が存在している場合がきわめて
多いのである。このような言葉や概念を手が
かりにして、複数の筋を多面的・総合的に受
容することができたのは当時の観客だけで
ある。当時の劇作家は、観客が批判的な複眼
的な視点を通して複数の筋の構成を解釈す
ることができるような仕組みを組織しよう
としていたと考えられるのである。 
 かかる知見は、申請者がこれまで行って来
た研究の成果、具体的には、『シェイクスピ
ア―世紀を超えて』（日本シェイクスピア協
会編協会創立４０周年記念論文集）、『文学の
文化研究』（川口喬一編著、研究社）、『観客
論的視点から見た英国ルネサンス演劇のマ
ルティプル・プロット構造の研究』（文部科
学省科学研究費補助金報告書）、「 The 
Changeling の中の changeling と change―
ダブル・プロット再考」（弘前大学人文学部
『人文社会論叢』）、「The Tempest のダブ
ル・プロット―colonialism or pastoralism」
（弘前大学人文学部『人文社会論叢』）、
「 Caliban の す ば ら し い 新 世 界 ― The 
Tempest における Caliban 表象について」
（Otsuka Review（大塚英文学会））、「因果
論を超える次元―イギリス・ルネサンス演劇
における＜マルティプル・プロット＞再考
（２）：Thomas HeywoodのA Woman Killed 
with Kindnessを中心として」（弘前大学人文
学部『人文社会論叢』、「イギリス・ルネサン
ス演劇における＜マルティプル・プロット＞
再 考 （ １ ） ― Shakespeare と Thomas 
Heywoodを中心として」（弘前大学人文学部

『文経論叢』）等ですでに公表されている。 
  例えば、これらの研究成果の一つとして、
トマス・ミドルトン、ウィリアム・ローリー
合 作 の 『 チ ェ イ ン ジ リ ン グ 』（ The 
Changeling）では、「チェインジリング」（「交
換」、「取り替え子」、「ハイパリッジという修
辞法」）という概念が多義的に関与して、観
客に複眼的な視点を提供していることが解
明された。このように、マルティプル・プロ
ット現象の謎を解く手がかりが幾つか発見
されているのにもかかわらず、申請者のこれ
までの研究成果は、この現象について網羅的
に扱ったものではなく、実証的な研究として
その成果は部分的なものに止まっている。本
研究は、これまでの研究成果を基に、さらに
多くの作品を視野に入れることによって、実
証的な研究の精度をさらに高度化しようと
するものである。 
 
２．研究の目的 
英国ルネサンス演劇には、一つの演劇の中に
複数の筋が共存する「マルティプル・プロッ
ト」構造を持つ劇が多いが、本研究はこの構
造について、受容者である観客の観点から考
察することを目的とする。従来の研究は、こ
の構造を主に作品の内的な関連性の観点か
ら考察してきたが、筋の有機的関連から見る
と分裂としか言いようのない作品が数多く
存在する理由を適切に説明することができ
なかった。本研究は、従来の研究には見られ
ない観客論的な視点から考察することによ
って、複数の筋の分裂的な共存に一定の合理
性と必然性を賦与しようとするものである。 
本研究は、英国ルネサンス演劇の多様な側

面の中でも特に「マルティプル・プロット構
造」に焦点を当て、この現象を当時の観客の
演劇受容との関連において研究し、以下の３
点について、英国ルネサンス演劇と当時の観
客に関する一次資料を参照することによっ
て、実証的に検証しようとするものである。 
（１）イギリス・ルネサンス演劇のサブ・プ
ロットは、純粋な虚構世界であるメイン・プ
ロットとは区別された、観客の日常的現実世
界に意味ある関連を持った仮構世界の一部
であったこと。 
（２）サブ・プロットは、当時の観客の虚構
受容を日常的現実の準拠枠で支える劇場の
演劇の必須の一部であったこと。 
（３）サブ・プロットは、純粋な虚構世界を
展開させる近代劇の観客から見れば全く意



味のないように見えるが、なぜ英国ルネサン
ス演劇の観客は、近代劇の観客とは異なる視
点において演劇を受容していたのか解明す
ること。 
 
３．研究の方法 
申請者の現有設備の中には、「英国ルネサン
ス演劇」に関する一次資料が（過去に受けた
科学研究費補助金や福原賞等によって部分
的には整備されたが）網羅的なかたちではま
だ存在しないので、整備されていない一次資
料を整備しなければならない。また、本研究
のような比較的新しい研究が学会によって
正当に評価されるためには、従来の研究との
接点あるいは相違点を明確にし、従来の研究
と本研究の関連を主張しておかなければな
らないが、このためには、研究対象に関係す
るある程度の二次資料も購入・整備しなけれ
ばならない。 
 すでに整備されている資料と新しく整備
する一次資料について、データ・ベース化に
よる精読を行うことによって、主に次の７項
目について、個々の作品ごとに抽出し、分析
を行う。 
（１）「サブ・プロット」と「メイン・プロ
ット」の関係 
（２）演劇構造の側面から見た「マルティプ
ル・プロット構造」の諸特質 
（３）「マルティプル・プロット構造」を形
成する言語表象の諸特質 
（４）観客の演劇受容の背景的意識や知識 
（５）「マルティプル・プロット構造」が観
客の演劇受容に与える影響の諸相 
（６）近代劇とは異なる、イギリス・ルネサ
ンスの観客の受容意識 
（７）英国ルネサンス演劇の独特な受容意識
が形成された理由 
さらに、抽出された諸事実を、個々の事例

を超えたより抽象化された観点から考察す
ることによって、英国ルネサンス演劇におけ
る「マルティプル・プロット構造」の存在意
義を、より一般化された視点から説明するこ
とが研究計画である。 
 
４．研究成果 

本研究は、英国ルネサンス演劇に特徴的な、

一つの劇に複数の筋が共存するいわゆる「多

元的プロット」の存在意義を、おもに観客の

観劇意識に訴える作者の配慮の一環と捉え

ることによって解明しようとする研究であ

る。具体的には、ロバート・グリーン（Robert 
Greene）の『修道僧ベイコンとバンゲイ』

（Friar Bacon and Friar Bungay）とヘンリ

ー・メドウォール（Henry Medwall）の『フ

ルゲンスとルークレース』（Fulgens and 
Lucres）を対象に研究を行った。その結果、

グリーンの『修道僧ベイコンとバンゲイ』に

おいては、”state”の概念が多元的プロット構

造の結節点になっていること、さらにこ

の”state”概念は、大学、国家、身分という複

合的な意味を担ってこと、等の新知見を得た。

後者の『フルゲンスとルークレース』におい

ては、観客の現実世界と劇の虚構世界との間

に明確な境界線が設定されず、虚構世界の問

題は観客の現実の「いま・ここ」と密接な関

係性を保ち得るという観劇意識が「多元的プ

ロット」生成の核に存在し、この意識

は”pageant”の概念に集約されていること、

等の新知見を得た。 
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